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平成11年4月22日
海洋科学技術センタ−

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
トライトンブイ３号機の通信途絶について

　1.　状況

　海洋科学技術センタ−（理事長　平野拓也）のトライトンブイ（海洋観測ブ
イ）３号機（平成11年3月1日、北緯2度、東経156度に設置）は、平成11年4月
22日3時53分に関根浜のむつ事務所にてデ−タ受信以降、通信が途絶えました。
通信途絶直前の位置に異常はありませんでした。
現在、むつ事務所の観測機材整備場のブイデ−タ処理システムにより、本機（3号
機）及び4号機（ワイヤーロープ等切断により、設置地点から離れて流れ始めた
ため本年3月17日に回収）以外のトライトンブイ（1、２、５、６、７、８、９
号機）の送信は、正常に作動していることを確認しています。
 

2．今後の予定

　ミクロネシアの船舶をチャーターし現場海域に向かい調査する予定です。

 
（日時は、全て日本時間）　　

　
　　　　　　　　 

　　　　　　　
　　　　　　　　　問合せ先：
　　　　　　　　　　海洋科学技術センタ−

　　　研究業務部計画調整課　黒田、牛島（電話０４６８−６７−３９３６）
　　　総務部　普及広報課　　他谷、野口（電話０４６８−６７−３８０６）

　　　 




